
大分県知事

取締役社長    蓮尾　令二      

 ①事業の種類

 ②事業の規模

 ③従業員数

 ④産業廃棄物の一連
 　の処理の工程

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

      広瀬 勝貞    　殿

    平成２８年６月１７日

提出者 〒871-8555

住　所 大分県中津市大字是則700番地

氏　名 ＴＯＴＯサニテクノ株式会社 中津工場

電話番号    ０９７９－３２－１１１１

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 ＴＯＴＯサニテクノ株式会社  中津工場

事 業 場 の 所 在 地 大分県中津市大字是則７００番地

(日本工業規格　Ａ列４番)

計 画 期 間 Ｈ２８年４月１日～Ｈ２９年３月３１日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

陶磁器  同製品製造業

２９８億円

３５６名

別紙①



 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

別紙②－１

別紙②－２

 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

  【前年度（   　　 年度） 実績】

 産業廃棄物の種類

 排     出     量 t t

①現状 （これまでに実施した取組）

別紙③ 別紙③・④参照

別紙④

  【目標】

 産業廃棄物の種類

 排     出     量 t t

②計画 （今後実施する予定の取組）

別紙③・④参照

 産業廃棄物の分別に関する事項

①現状 （分別している産業廃棄物の種類および分別に関する取組）

別紙③ 別紙③・④参照

別紙④

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画 別紙③・④参照

(第３面）

（第２面）



（別紙③・④）

排出量（ｔ） （これまでに実施した取組） 排出量（ｔ） （今後実施する予定の取組） 分別の取り組 分別の取り組

木屑類 45.9 パレット及び部材の樹脂化 45.9 パレット及び部材の樹脂化推進 別紙  参照 現状通り

ガラス及び陶磁器屑類 1206.1 歩留まりの向上 1197.1 歩留まりの向上 別紙  参照 現状通り

汚泥類 5558.1 工程内再利用 5516.4 工程内再利用 別紙  参照 現状通り

廃油類 0.7 特になし 0.7 特になし 別紙  参照 現状通り

廃プラスチック類 48.3 特になし 48.3 特になし 別紙  参照 現状通り

合計 6859.1 6808.4

＊環境部門による削減目標０．７５％に合せて前年度比０．７５％削減を目標とす
る。（ガラス及び陶磁器屑類、汚泥類）但し新棟テスト生産開始に伴い排出量の増加
は確実ですが増加量の予測は困難です。

産業廃棄物の分別に関する事項産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

現状 計画
①現状 ②計画

産業廃棄物の種類 【 目 標 】【前年度（１５ 年度）実績】



 自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

  【前年度（    １５年度） 実績】

 産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量 t t

①現状 （これまでに実施した取組）

　　　・再原料化として使用

  【目標】

 産業廃棄物の種類

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量 t t

②計画 （今後実施する予定の取組）

　　　・再原料化として使用

 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

  【前年度（   １５ 年度） 実績】

 産業廃棄物の種類

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
産 業 廃 棄 物 の 量 t t

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量 t t

①現状 （これまでに実施した取組）

　　・新型プレス機の導入

  【目標】

 産業廃棄物の種類

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量 t t

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量 t t

②計画 （今後実施する予定の取組）

　　・工程内再利用、減量化施策

（第３面）

汚泥類

504.0

汚泥類

＊減量化施策による削減を実施、前年度比0.75％削減を目標とする。
但し、新棟テスト生産開始に伴い排出量の増加は確実ですが増加量の
予測は困難です。

なし

なし

3,450.9

＊前年度比１％増目標とする。（汚泥）但し新棟テスト生産開始に伴い原料化の
使用量が不明です。

汚泥類

汚泥類

3,477.0

509.0



 自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

  【前年度（    　  年度） 実績】

t t

①現状 （これまでに実施した取組）

別紙⑤参照

  【目標】

t t

②計画 （今後実施する予定の取組）

別紙⑤参照

 産業廃棄物の処理の委託に関する事項

  【前年度（        年度） 実績】

 産業廃棄物の種類

 全処理委託量 t t

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

t t

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

t t

①現状
認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

t t

別紙⑤参照
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

t t

（これまでに実施した取組）

（第４面）

 産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 っ た
産 業 廃 棄 物 の 量

 産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 っ た
産 業 廃 棄 物 の 量



  【目標】

 全処理委託量 t t

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

t t

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

t t

②計画
認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

t t

別紙⑤参照
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

t t

（今後実施する取組）

※事務処理欄

 産業廃棄物の種類

（第５面）



（別紙⑤）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

なし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

優
良
認
定
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再
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利
用
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へ
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者
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者

優
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認
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理
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量
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定
熱
回
収
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木屑類 45.9 45.9 パレット及び部材の樹脂化推進 45.9 45.9 パレット及び部材の樹脂化推進

ガラス及び陶磁器類 1206.1 356.7
有価売却による再生利用の向
上

1197.1 354.0
有価売却による再生利用の向
上

汚泥類 5558.1 41.4 1198.2
有価売却及び工程内再利用の
推進

5516.4 41.1 1148.1
有価売却及び工程内再利用の
推進

廃油類 0.7 0.7 0.7 0.7

廃プラスチック類 48.3 37.7 10.6
有価売却による再生利用の向
上

48.3 48.3 10.6

合計 6859.1 41.4 1639.2 10.6 6808.4 41.1 1597.0 10.6

＊環境部門による削減目標（０．７５％）と合せて前年度比０．７５％削減目標とする。（ガラス及び
陶磁器類、汚泥）
但し、新棟テスト生産開始に伴い排出量の増加は確実ですが、増加量の予測は困難です。

自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行う産業廃棄物の量

なし

②計画

【前年度（ １５年度）実績】 【 目 標 】

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の
量

（今後実施する予定の取組）

分別による低減

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

①現状

なし

①現状

分別による低減

【前年度（ １５年度）実績】

全
処
理
委
託
量

(

ｔ
）

処理委託量内訳（ｔ）

（これまでに実施した取組）

②計画

【 目 標 】

全
処
理
委
託
量

(

ｔ
）

処理委託量内訳（ｔ）

（これまでに実施した取組） （今後実施する予定の取組）


